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中間空間における人の居場所 /活動の獲得
- 日本橋浜町を対象として -
ACQUISITION OF PLACES AND ACTIVITIES FOR PEOPLE IN THE INTERMEDIATE SPACE





Reconsidering the "in-between space," the temporal and spatial space in contemporary urban life.By 
removing the concept of ownership and visualizing the intermediate space that is continuous from the road, 
I discovered an area that can be made into common space.In This project proposes a common space that 
enriches the gaps in urban life by transforming the street from a place of passage to a place of activity.















































































































て各所で行われる。 その中で、 戸建て住宅、 集合住
宅の並ぶ通りの庭化とその周辺の中間空間の設計を 3
フェーズにわけて行う。
5．設計
(2)　Phase1　
　道路のアスファルトをはがし、土にした。周辺の建
舗装が拡張しはみだすことで居場所を設計した。
(3)　Phase2
　南東の戸建て住宅を減築し、庭から引き込む開かれ
た住宅内の居場所を設計した。
(4)　Phase3
　南東の戸建て住宅にカフェを設け、南の集合住宅壁
やセキュリティを取り払い共有地化することで、3 方
向からの通り抜けと居場所が生まれる設計をした。
(5)　共有地を持つ都市の暮らし
　所有の関係が取り払われ、共有地を持つ都市の暮ら
しは、 家や会社といった目的を持った場にとらわれ
ず、日常で様々な居場所や活動を獲得することが出来
る。人や自然との偶然の出会いや交流が生まれ、地域
の価値を再発見することができる都市の在り方ではな
いだろうか。
 ｪ 屋根
基壇
塀 アプローチ
柱間の壁
コの字壁 軒下 店舗庇
掃き出し窓 窓
直通階段 駐車場
・『モビリティーズ 移動の社会学』ジョン・アーリ
・『都市への権利』アンリ・ルフェーブル
・『ひとり空間の都市論』南後由和
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